第５６回九州地区手をつなぐ育成会長崎県大会第４分科会本人部会「はたらき続けるために」に参加しました。
前半はジブラルタ生命保険株式会社の中脇明子氏より、障がい者の雇用の実践、障がい者の方への配慮、企業に必要な事、事業の展開等の講演が行われました。本人達は実際に就労されている方や、就労に興味を示す方が多く、講師の話を聴きながら、資料やスクリーンの映像を写真に記録する等、耳を傾けながら熱心に参加されていました。
後半は会のテーマである「はたらき続けるために」について、九州各県から10名の発表者がそれぞれ職場の事や、仕事における悩み、悩みの解決方法、これからの仕事への意気込み等を発表されました。発表者の方それぞれが趣味を持ってあり、仕事と趣味を両立しながら、充実した日々の生活について熱く語り合いました。質疑応答を通し、時間いっぱい意見の飛び交う充実した会となりました。
今回の大会に参加し、障がい者の方の就労への思いや、雇用する側の考え方、配慮の必要性等、改めて参考になりました。就労に限らず、支援者としてより本人が充実した生き方を考慮しながら、本人に寄り添う支援が出来るよう、学んだ事を生かしていきたいと思います。
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